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SSDとは？
•地域の活性化を図りうる
コラボレイティブなクリエイターを養成する

社会人と大学院生のための教育プログラム

•東北大学 都市・建築学専攻＋仙台市
•文部科学省「地域再生人材創出拠点の形成」
•2010年度から2014年度まで5年間
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PBLスタジオ1 

メディア軸

PBLスタジオ2 

環境軸

PBLスタジオ3 

社会軸

PBLスタジオ4 

コミュニケーション軸

PBLスタジオ5 

国際軸

Futureラボ1

Futureラボ2

Interactive レクチャー

クリエイター・イン・レジデンス

担当教員｜五十嵐太郎［東北大学 都市・建築学専攻］、磯達雄［フリッ
クスタジオ］

現在におけるメディアの状況を考察しつつ、実践としては最終的
に雑誌をつくることを目標に掲げる。

「Studio Blue Green／ブルーグリーンスタジオ」
担当教員｜石田壽一［東北大学 都市・建築学専攻］

干潟、湖沼、水路、河川、水田、里山などを［Green-infra］、水域隣
接環境に関わる人工的生活空間を［Blue-supra］とし、それぞれの
環境特性を活かした次世代型のオルタナティブ・ドメインとデザイ
ン手法を模索する。

「まちなか映画館の再生による市街地活性化策のデザイン」
担当教員｜小野田泰明［東北大学 都市・建築学専攻］、小杉雅之
［日本政策投資銀行］
街中から映画館が消えている地方都市の状況を改善する方策と

して、資金面における官・民・学の協働事業（PPP）を操りながら、空
洞化の危機にさらされている中心街を再生するスキルを習得する。
 

「映像情報と建造環境のハイブリッド・デザイン」
担当教員｜本江正茂［東北大学 都市・建築学専攻］、中西泰人［慶
應義塾大学 環境情報学部］

映像情報と建造環境の関係のプログラミングを通じて、人間の
コミュニケーション能力を拡張し、人間-環境系におけるさまざま

な情報のやりとりを滑らかにするようなシステムを構想する。

「トラベリング・ワークショップ／POPULATION：人口変化と都市
のアイデンティティ」
担当教員｜石田壽一、小野田泰明、本江正茂、堀口徹［東北大学 

都市・建築学専攻］

地域の問題をグローバルな視点から捉えるとともに、文化的・思想
的背景の異なる人々 との協働の中で、プロジェクトワークとして進め
ることができる人材を育成する。（2010年度秋学期：オーストラリア）

「建築は、どこまでの可能性をもちうるのか」
担当教員｜石上純也［石上純也建築設計事務所］

新しい素材や空間の概念、あるいは地形や天候のデザインから
地球外の環境まで、学際的な分野と連動し、新しい建築の世界
を開くことを考える。

「建築とは〈からまりしろ〉をつくることである」
担当教員｜平田晃久［平田晃久建築設計事務所］

建築学やその周辺を含め、生物学、数学など関連する諸研究と
恊働し、環境とからまり合うような21世紀型の建築スキームのプロ

トタイプ的提案の制作を行う。

2010年11月、12月、2011年1月に開催予定。

2011年度春学期開講予定

受講対象者は、建築デザインをはじめ、アーバンデザイン、プロダクトデザイン、グラフィックデザイン、映

像、音楽、ICTシステム開発など、さまざまな領域のクリエイターおよび、それをめざす大学院生です。

東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻の専任教員に加え、石上純也氏や平田晃久氏

をはじめとする多彩な講師が、地域の課題にもとづいたスタジオ教育を行います。

従来の大学教育の枠を超えて、Local、Future、Globalの3つのドメイン（領域）で活動し、変動する

時代における多規範適応型のタフなクリエイターを育成します。

本プログラムは、東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻が仙台市と連携し、文部科学省が運用
を行う科学技術振興調整費のプログラム「地域再生人材創出拠点の形成」の一環として行っています。

SSDは、地域の活性化を図りうる人材として、
コラボレーティブなクリエイターを育成します。

2010年度秋学期開講予定科目

SSDが活動する３つのドメイン（領域）

1―Local

行政やコミュニティと恊働し、地域の課題にとり

組み、成果を地域社会に還元。

2―Future

建築以外の他領域、企業と恊働し、テクノロジーを

活用したイノベーションによる未知なる価値を創出。

3―Global

他都市、異文化と交流し、ネットワークの拡張と

マーケットの統合をはかり、異なる価値へ展開。

SSDが実践する３つの教育メソッド

1―PBL［Project Based Learning］スタジオ

メディア／環境／社会／コミュニケーション／国際

の5つの軸を設定したデザインスタジオ。

2―Futureラボ

さまざまな領域の先端研究を活用しながらデ

ザインの可能性を拡張するリサーチスタジオ。

3― Interactiveレクチャー

アウトリーチから最先端スキルの獲得まで領

域横断的に学ぶレクチャーシリーズ。
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「復興へのリデザイン」

•津波を理解する
•仮設都市を建設する
•地域を再興する
•コミュニティを育成する
•情報を共有する

•科学技術を理解する
•歴史を伝承する
•環境に応答する
•水際を再生する

SSD2011年度前期 特別連続ワークショップ
復興への創造的なプロセスを生み出すために

2011年5月から 一般公開で
sendaischoolofdesign.jp
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防災科学の研究成果を
生活環境のデザインへ
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普遍的な知見を
固有の場所へ
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sendaischoolofdesign.jp
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